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要         旨 

 

 車の運転など、システムを操作し、その応答をフィードバックとして与えら

れる例は、日常、多々ある。本論文は、このような操作－応答系における応答

のばらつきを、認知情報処理における分散知覚の観点から検討した研究をまと

めたものである。 

 本論文は、６つの章から構成されている。 

第１章では、本研究の必要性を先行研究の問題点を説明している。 

第２章では、本論文で報告した研究の実験測定法（QUEST）の選定理由、概

要、分析方法について紹介した。 

第３章，４章、５章は、３つの研究を報告している。 

研究１（第３章）では、操作－応答系における分散知覚の基礎過程を実験的

に検討し、その内的メカニズムのシミュレーションを行った。その結果、刺激

－反応間の非線形性を、実験、モデル、シミュレーションで実証した。 

研究２（第４章）では、操作－応答系の観察（能動的観察）と操作を伴わな

い出力系の観察（受動的観察）との比較を行い、その結果、操作－応答系の観

察の方が、分散知覚の感度が優れることを実証した。 

研究３（第５章）では、「操作－応答のばらつきが大きくなることは、シス

テムの異常を知らせる情報となる」という前提から、リスク認知と分散知覚と

の関係性を、ゲーム様式の実験を通して検討した。その結果、分散識別能力が

高いほど、操作中止判断のタイミングが早く、安定しているという相関関係、

および、学習の効果が示された。 

第６章では、本論文で報告された研究についてまとめ、本研究の意義、限

界、および、今後の課題や、分散知覚研究の展望について説明されている。 
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